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石炭、 石油、 更には原 子などのエネルギ ーを利用
して「ひと」の物質的生活様式を変える歩 みが、










資料によると今 地球上で1 57もの国が、 各々の間
有の文化と言語を持って存在しています。それら
の人たちが互 いに伝達し合おうとするとき、 固 有
ひら た
あっし














聞かれた世界 であるために、 世界 の国々は共通
の理解と協力 を持ち合わせねばなりませんo固 有
の文化を保持しつつ、 それとは異質の文化を理解
し、 摂取総 合して、 より高い生活を築き上げよう
としていく営 みが、 将来の世界 像として描 かれて
きます。皆さんが人文学部の学生生活を通して身
につけられた技術と学識 （art and science ）は
正しくこの方向 に向 かうものだと考 えられます。
二十一世紀は皆さんが活躍する場です。広い視野
と深い思索 とで、 着実に歩 んで行って下さい。皆
さんの新たなる出発に当たって、 健康 で充実した





























すぎませんo学校で培った知 識や知恵 を基 礎に、
これから自学自習によってどれだけ学問を積んで
いくかによって個 人の力 の差 はとてつもなく大き
くなるでしょう。中国の古典「礼記」は、学問に
は蔵・修・息・瀞の四つの段 階がある、としてい






































































































頭 で堀 り下げて考 えるよう努めてもらいたい。諸
君の先輩たちは、同じ道を歩 み色々な分野で期待










ここ1 年ばかりの新聞記事では、佐 川急便 事件


















しっかりした基 礎学力 、 そして、 何よりも、 自然
科学的思考力 と考 えます。又、 富山大学理学修士
については、 それが、 すぐれた専門学力 、 それに
基 づく課題解決能力 と一定の課題設定能力 と考 え










う組織改革が、 平成 5 年度から、 実現の運びとな
りましたo その一環 として、 理学部における教育
も、 今 迄の自然科学の基 礎に関する2 年半の専門
教育から、 全学の教養教育、 及び、 自然科学と関
連 社会的要請 分野の基 礎に関する4 年一貫の専門
教育へと改善されます。それに伴い組織も、 今 迄








ローマクラブ報告 (1 972）、 プラント報告 (1鋤 ）
、 ブルントラント報告 (1 987）等 のすぐれた研究
が発表され、 各種の2000年時展望が試みられ、 多
くの国際会議が組織されてきました口 この課題は
世界 市場形成の勢 いと南 北聞をはじめとする様々
の矛盾、 人口問題や食糧問題等、 とも関連 し、 極









から数えて今 43才 で、 これから5 0才、 70才 、 1 00
才 の節目を通過します。皆さんが、 30才 前後、 5 0
才 前後、 80才 前後の時期に。その閣の各一定時期
の職責を担う教職員の努力 と同窓生の皆さんのご
健闘によって、 各節目で、 「幸 い今、 本学部は特
に黄金 時代にあると云っても過言ではない（富山
医科薬 科大学薬 学部百 年史2頁）」と云えるよう
にしたいものです。

























さて、 昨今 の世情はバブル経済 の崩壊以来株価
の低迷に加え一般消費の減退と、 企 業の設備投 資






のではないかと推 察いたします。しかし、 我 が国
が現在の経済 大国を維持してゆくためにはどうし
ても工業技術 立国として先進国と肩 を並べ、 ある
いは追い越して行かなければなりませんO
幸い私達の諸先輩が甚大な努力 をはらわれたお
蔭で、 我 が国の生産技術は世界 の最先端に立って
いることは周知 のことであります。
皆様方はこの大きな成果をより一層 発展させる





易 の不均衡のようにE C などとも貿易 摩擦を生ず
る可能性 があることを否定できないでしょう。











らぬいている誠、 これが天 の道であるoこの天 の
誠に背 かぬように努めるのが人閣の道である口
また、 中国の吉日 書物である易 経には「天 行健
なり、 君子以て自彊して息まず」と書かれている。




























て一層 のご健闘とご活躍をお祈り申 し上げ、 はな
むけの言葉と致します。
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富山大学に 8 年間、 大過なく勤めさせてい
ただくこ とができましたのは、 ひとえに人文












でおりましたのは、 呉羽 山の西側 にある呉羽
富田 町というところです。呉羽山のすぐそば
に住んでいながら、 老人性狭窄症による腰痛
のため、 今 はもう呉羽 山へ歩 いて行くことが
できなくなりましたが、 以前は、 早朝散歩 のた
びに呉羽山へ歩 いて行っ たものです。そして、
展望台のところから、 雄大な立山連 峰と その
下に広がる富山市街 を眺め、 その景 観の素晴
らしさにいつも深く感動したものでした。立



















Ad e .I 
よし だ
きよし
人文学部教授 吉 田 清
私は、 院生 時代、 前任校時代、 在外研究期間
の合わせて16年をのぞく49年間を生 まれ育った





同僚の教職員と、 いい教え子に恵 まれ、 私は幸
せで あった。
五福 のキ ャ ンパスもよいD街の中心からちょ
っと離れているが、 その分静かだし、 さほど不
便 は感じない。緑もまあまあで 、 不 足分は周囲
の田 や山が十分に補ってくれている。
思うにこのキ ャ ンパスは今 も昔 も若 者たち
集散の場。戦時は、 ここにあった連 隊へ召集さ
れ一定期間の訓 練 を受けた兵士が戦地へ征っ
た。今 は学生 が 4 年間学業にいそしみ社会へ
散っていく。
昭和20年、 中学劣等生 の私がもたもたしてい




連 隊はその夜の空襲で 焼け、 15日 に戦争が終
わった。しかし 9 月中旬に復員するまで の勤
務に対し何がしかの給与 は支給された。これ
が私の初サ ラリー。そして今 、 五福 で 最後の給
料を貰って楽日を迎えることになる。五福 と
私の縁は深い。
ところで 、 私は山歩 きが好 きで 北アを中心
にいくつかの山に登っているが、 単なるコー




平成 3 年の 4 月中旬、 小黒 現学長が学長候
補当選者に選出され、 就任の承諾を得るため
に評議会の使者として教育学部の加瀬教授と
私が、 岡田 庶務課長補佐 に案内されて理学部
へ赴いた時のことだ。学部のわきで 桜の大木
が散りしきっており、 一瞬 3 人 は見とれたが、





交 代という出来事と、 あ と 2 年に近づいた停
年が落花を一層美しく していたことは間違 い
ない。




挨拶してから二 人が外へで る と、 教育学部の
横に紫陽花が咲き誇っていたO 「ホ ルテンズィ










































































退 官 の 辞
しら かわ
いく


















































































































た よ し みつ
理学部教授 杉 田 吉 充
応募のさいに推薦 状 を書いて下さった恩師
が、 難関かもしれないがと言われ、 また、 雪 園
の経験 のない君にはどうだろうかと心配して
くれましたが、 私は駄目でもともとと楽観し
ていましたので、 物理学 科の先生方の面接 を
受けに初めて富山の地を踏みました。運良 く

















におりましたから、 大学で の生活は未知 の世
界 も同然であり、 また、 これは私にとって第二
の人生でもありましたo 会社では、 広く浅い知
識でや って行けましたが、 講義はそんな知 識
ではできません。初めて教壇に立ったときは

















運良 く、 特別設備費、 特定研究の順 番が廻って
きた上に、 研究助 成金 や科研費をいただき、 一
応の研究態制を整えることができました。半
導体の分野は、民間研究機 関の最重点のもの
で、 すo 彼等と真 正面から競合したら敵わない
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岸 田 文 陵 講師（人文学部）4.11.16




着 任 に 際 し て
き し だ
ふみ たか





出身は大阪 府枚方市 で、大阪 外国語大学朝
鮮語学科の学部、修士課程を終えたあと、京都
大学大学院（修士、博士課程）で言語学を学び






































































うに な った。まだ村に電 気 が引かれ
ていな いの で最初はソ ーラ 電ー池 で
公共機関で見たが、最近は個 人で自
動車の バッテリーを使っている。テ
レビの普 及は人 の々 視野を一挙 に 拡
大した。若 者たちはマドン ナ やM ・
ジャ クソ ン 、ヨーロッパの プロ・サ ッ
カ なー どに夢 中である。村 人は世界
情勢にも詳しく、雲仙 の 火 山爆 発の
ニュ スー をみて同情の ことばをかけ
てくれたこともある。こんな 時、も
う世界 はひとつな の だという実感が
わく。
砂漠 化や早魅な ど で苦 しむマリの
ことだから、各国から開発援助な ど
の チー ムが はいっている口 日本からも乾燥 地
での植林 事業に ボ ラン タリー・グ ル プーも来
ているの だが、 まだまだプロジェ クトの 数が
少な い。残念な がら、金は出すが人は出さな い
「援助 大国」に とどまっているの で、マリの ひ
とびとの 前に、 日本の 姿は見 えてこな い。 日本
の 援助 は現地の 事情を汲 みとらず独 り よがり
で企 業から調 達した高額 の 機材 を投 入し、結
局は日本企 業の 思惑に 貢 献するだけと指摘 さ
れる。この 解決にはアフリカ現地の 事情を知
るわれわれや民閣の 知恵 を利用して欲 しいの
だが、 外務省な ど官 庁 の 壁 が厚 く 意見な どは
取り上げられな い。
ここで心 の こもった援助 、顔 の 見える援助
と はどん な もの か、マリでみたひとつの 事例
を紹介 してみよう。
ウレセ ブグ に は近年フラン スの プルターニュ
地方の ポ ン チピ ー市からの 援助 があり 、これ
は両者の 姉妹 都市 協定に もとづいて実施され
ている。毎年 ク リスマス休暇 を利用してポ ン
チピ のー若 者たちが20数人やって 来る。同時に
運びこんだプレハブ建築 の 資 材 を使い、診 療
竣工式の光景
棟 、保育所、学校校舎な どの 建設を、マリの 若
者たちと 一緒 に 共同作業 をおこな って、 2週
間で完 成に漕 ぎ つける。
大晦 日、新校舎の完 成を祝 う竣 工式には、マ
リの 文部大臣 、知事な ど高官 たち、フラン ス側
は大使、市長な どが列席し、首都からテレビの
取材班 な ども駆 けつけた。地元からは村長は
じめ長老 たちゃ 大勢の 村人が参列 し、儀 礼の
ダン スや伝統的な 衣裳 をまとった狩 人の 行進
が式に花 をそえたo
地元の 切実な 要請 に きめこまかに 対応し、
ごく少な い費用で身軽 に 事業をすすめるこの
援助 方式は効率 的であるだけでな い。若 者た
ちは共同作業をつうじ互 いに 学び合うところ
に 特徴がある。その夜 、タ ムタ ムの 太鼓 に あわ
せ て楽しそうに 踊るフラン スの 若 者たちの 姿
を見 て、 日本の 若 者に もこうした異境で何か
をやり遂 げた幸福 を味 わって欲 しいと感じた。
アジアの 村や町との 姉妹 都市 関係に よる交 流
は最近さかんに な っているが、それに アフリ
カも対象に 加わるような 日が来るの が待 ち遠
しいことだ。
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（ 特 定 研 究 報 告〉 蹴倒鰍繍繍側関鰍柳欄鰍鰍附
画像 ・ 映像認識能力分析 ・
育成 シス テムの開発に関 す る 研究
教育学部附属 教育実践 研究指導センタ 助ー 教授 普 品 薙 色
教育機器 としての 情報関
連 メディアの 活用は 近年盛
んになった。特にコンピュー
タ等の 情報関 連機器 につ い
ては 、平成4 年 か らの 学 習
指導要領 改訂 に伴 い本県内
の 各校でも急速に設置が進
んでいる。しか しながら、
それでも学校の 対応は 一般社会に比 べて遅 い
の が常で、 業務で使われているほ ど教育界 で
コンピュータ等の 新しい メディアが道具とし
て定着しているか というとそうは いえない。
今の ところ教育現場では 「どう操作 するか」に
戸 惑っているようにも見える。さて、 それは そ
れとして、 どの 子 どもも自由にコ ンビ ュータ
を学校で使えるようになり、 授業であたりま













来は 「 情報 」がその 伝達
表現形式を決定するの で
．．．．．．．．．．． 
あって、例 えば重 要な資料がいつ も教科書に
書か れなくては ならないというようにメディ
アが情報 形態を制約 するもの では ない o この
点では 、 児童 ・生徒 の 音声 や動画 などに対す
る音声 、視覚 情報 処理研究や、メディア活用の
教育方法の 研究が、 今後 は 現場での 実践 研究
を含めてより深められる必要があると思うD
これに関 して本研究では 、 子 どもの 視覚 情
報 処理に関 する調査 と、特にC G アニメーショ
ンを中心 とした教 材作 成方略 の 開発に取り組
んできた。
さて、 今回購 入した機器 の 中で最 も特徴的
なの は D T V ワ クー ステーショ ンである。こ
れは 高品位の C G アニメ ーショ ンを容易 か っ
高速に作 成でき、 リアルタイム に表示 できる。
複 数メーカ のー さまざまなハードウェ アの 組
み合わせで構成したが、 ベ ースにしたの は コ
c G ア ニ メ ー シ ョ ン
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D T  V シ ス テ ム
モドール社製 のマルチタスク マルチメデ ィア
パソ コンである。そして、これにテレビ放送の
c G アニ メ ー ショ ン で も よ く 使わ れ て い る
NewTek 社製 のビデ オトースター （V T ）を登
載した。このV T には、デ ィジタルエフェ ク 夕 、
ク ロ マ、FRAME GRABBER 、 キ ャ ラク タ
GENE RATOR 、GENLOCK 、24BIT FRAME 
BUFFER などおよそC G 作 成に必 要な機能の
全てが納 められており、かっREXX 対応して
いるので 、プレゼ ンテーショ ンソ フト ウェ ア
と組み合 わ せ た利用ができる。これを活用し
て、現在 はこれまでの調査結果 から得られた
知見 を基 に、研究 室活動や授業といった場面
を通して学生の方々とC G アニ メーショ ン教
材の作 成を行っている。これまでの描画 ツー
ルを用いた教 材作 成では、どう してもソ フト
ウェ ア、 ハードウェ アの機器 が作品の質や内
容を制約 し、また生産性 も悪かった。これはコ
ンビ ュ ータやA V 機器 の 教 材活用を困 難にし
ている要因 の最も知られているものである。
実習でも、指導していて教 材 内容 の映 像化を
目指すところが機器操作 指導にすり替 え られ
た感があり釈然 としなかったo しかし、今 は研
究 ・実習の中で内容を議論できるよう に なり、
教 材や調査資料 の製 作も大変簡 便 となり満足
している。しかし、残念なことに私には「 絵心」
が皆無 といっていいほど無く、 メデ ィアが便
利になればな るほど自分の感性 、 表現力 の貧
弱 さが浮 き彫りとなりがっかりさせ られてい
る0 ・ ． ． やれやれ！
反面、若 い学生達の熱心な取り組みや、普段
見 られぬ 隠 された描画 の才 能のすばらしさに
は感心させ られ、また教え られる事が少 なく
ない。
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7 留 学 感 想
私の過去、 現在、 未来
外国人留学生 （経済 学部3 年） 陳 泉 発
（マレイシ ア）
海外で勉強するこ とは私の幼 い頃からの夢でし
た口 約 4 年前、留学の機会がやってきました。私
は日本を選びましたoなせーかと言うと、私は高校
卒 業後、1 年半ほどセールスマンの仕事 をしてい
ました。その問 、商売 に関するこ とはもちろん 、
さまざまな人達と接 する機会があって、金融 会社
に勤めている人達と商売 に関して話し合うこ とも
ありましたO 日本の経済 に関する話を聞くこ とも
ありました。しかし経済 に関してほとん ど知らな
い私は、日本とマレーシアの経済 関係についても








































は奈良 です。東大寺 、法隆寺 、薬 師寺 、奈良 公園
などへ行きました。お寺 はみん な有名なものばか
立山 自然保護セ ン タ ー前にて
- 21 ー
りですが、やはり東大寺 が一番印 象に 残りまし た。
なぜか と言 うと、初めてこんなに 大きい大仏を見
たか らで、 すoいちばん悲 し か ったのは薬師寺 です。
あの時はち ょうど台風16号が来ていたので風も吹
いたし雨 も降ったし 、それで何も見られませんで
したo次は京都へ行きまし た。二 条城 へ行って、
私は将軍 と城 のことをもっとよく理解するように






を受けました。 運がよく富山大学に 合格しまし た。
富山に 来てか ら、全く新し い生活 が始まりまし たo
日本の伝統的なものがあまり残っていない東京と
比 べると、富山の方がずっと沢山の勉強ができる
と思います。言 うまでもなく、富山県 の生 活のし




たが、雪 に 対して憧 れを持っている私は本格的な
雪 を見たい気 持ちもありまし た。
富山に来 てか ら早くも 3 年が過ぎましたo大学
の生、活 を振 り返 って見ると、つい笑 ってし まうこ
とも多いし 、つらか ったと思うことも多いです。
日本の生 活に慣 れて、赤ん坊か ら大人に 変身して
いくような気 がします。まだ 1 年間の大学生 活は
できるだけたくさんのことを身に 付けて、人間ら
しい生 活、充実し た日本で の生 活を送りたいと思
います。それか ら、またどんな新し い事に 出 会う
か 、どんな新しいことが起こるか 、誰もわか りま
せん…… ！ ガンバロウし か ありませんか なあ！
最後に 、この学園ニュー ス の一角 をお借りして、
謹 んで心か ら感謝を申 しあげます。私はこれか ら
も留学の初期の目標 を達するように 、頑張 ります。
それか ら、日本で学んだ、知識 及び日本の多くの方
達の友情を一杯 マレー シアに 持って帰り、日本と
マレー シアの文化交流 のために 、私のささやか な
力で貢 献したいと，思っていますo
(THANK YOU VERY MUCH) 
ク リ ス マ スでの交流会
- 22ー
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平成 4 年 日 本金属学会 ・ 日 本鉄鋼協会
秋期講習大会を終えて
平成 4 年1 0月 6 日、7 日、8 日111回
日本金 属学会・124回日本鉄鋼 協会秋 期
講演 大会が秋 田 和に恵 まれて富山大学
五福 キ ャ ンパスで 開催 されたo今回の
富山 大会は昭和 5 3年以来実に1 4年振 り
で あり、近年の 学界 、企 業の 高度に活
性 な学術活動を反映 して外国人特別講
演 、シンポジウ ム講演、一般講演 を併
せ過去 最大の 221 5件と前田 富山大会の
約 2 倍の 規模となり、従って日本鉄鋼
協会の 講演 は工学部、理学部2 号館21
教室を、日本金 属学 会は教養 部、人文
学部の 25 教室が使用される事 となったO
その 他管 理室等を含めると学内67の 教室、会議室
と黒 田 講堂が使用され， 大学関係 部門の 御理解及
び直接 設営管 理運営 に当った学内関係 教官1 3入 、
企 業巡遣 社員1 4人の 周到な準 備と11 3人の 協力 学
生の 努力により支障 なく終了し極めて好評で あっ
た。 とくに座長補佐 として講演 会場の 運営 に当っ
た本学学生の員撃 な態度は評価 高く賞賛の 言葉を
多く頂き、本稿 を借りて厚 く御礼申 し上げ ます。
日本金 属学会、日本鉄鋼 協会はともに会員数1
万 人を有する我 国有数の 由緒 ある学会で あるo日
本鉄鋼 協会は大正 4 年、日本金 属学会は昭和12年
に設立され、技術と理論面で 両学協会は車の 両輪
の ご とき関係 を保ちながら春 （東京 地区）、秋
（全国7 地区輪 番、北陸信越支部で は富山、石 川、
新潟地区輪 番21 年に1回）2回の 講演 大会、その
他多角 的な学術活動を通じ我 国 材料科学、工学の
発展に計り知 れない貢 献を果たし、さらに時 代の
変遷 に対応して総 合 材料学会に変貌 しつつ新時 代
の リ ダーー とし ての役割 を果たして続けているO
日本鉄鋼 協会は萌芽 ・境界領域を拡大し 、チタン・
チ タン 合金の 生産技術 、 材料開発を始め広く機能




工学部教授 大 岡 耕 之




磁性 材料、超 伝導 材料、非品 質、接 合等の 諸問題
は先端技術部門における最関心事で あり、とくに
シンポジウム課題の 中に取り上げ られ討議された
高温超 伝導体の 線材化及び金 属系人工格子の 構造
と物性 は次 世代機能 材料として期待 が大きく研 究
開発の 現況を 、前 者については実用化に懸命の 努
力を梯 う企 業関 連携 、官研 究機関の 関わり、大学、
企 業の 独 自研究の 現況を理解する上で 極めて有意
義で あった。
全国から来富される引旧 人に及ぶ研究 者を温 みと
誠意 をこめて迎えるべく富山大学関係教官を 中心に
編成された北信越苅B実行委員 会は2年にわたって
諸般の準 備を重ね、1 0月6 日名鉄トヤマホ テルの懇
親 会は夫 人お 人を含む産学官 497 人が出席して盛 会
で あり 、立山一泊 コ ース、黒 部峡 谷婦 人コ ース等見
学会 、地域産業の紹介 を目的として2300人以上の 入
場者 を数えた展示 会、若し 切開渚の 集いジュ ニ アパー
ティ 等多彩 な諸行事 も 無事好評 裏に終始し た。
（文責 講演 大会実行委員長 大岡 耕之 ）
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オフ ィス ・ オー トメーシ ョ ン学会第26回全国大会を終えて
11月1 3、14日 、黒田 講堂及び 経済学 部を会場と
して、 第26回O A （オフィ ス・オー トメ ー ショ ン）
学会全 国大 会が開催 されました。
O Aと言 う言葉から連 想されるのは、一般的に
はワー プロ 、パ ソ コン、ファ クシミリなどの事務
機 器をイ メ ー ジしますが、 それはO Aの初歩 的段
階 で、現状 では F A（ファ クトリー ・オー メ ー ショ
ン）に対する概念 とし て、事務部門、 さらには企
業およひ 事業体の経営 全般のコン ビ ュー タ化 、合
理化 を目指しており、実務界 においては、重要な
戦略 的経営 課題となりつつあります。これらの分
野に関連 した学問 は情報 技術の発展 とともにこ こ
1 0年間の聞に進展 した分野ですが、北陸地区でこ
の分野の全国大会が開催 されるのは初めてでもあ
り、 全国の学界、 産業界 の人達250名が参加し、
たいへん盛況 な大会となりました。
今回の大会の統 一テー マは、「ダ ウンサ イジン
グとO A・F A」で、この数年急速に進展 しつつ
あるコンビ ュー タの小型化 に伴う経営 課題や教育
問題についてでした。大会の進行は、経営 戦略 ・
組織 、システム開発方法論、企 業や大学 等のユ ー
ザー 、コンビ ュー タの開発・製 造の4 つの各々の




スカッ ショ ンが行われ、現状 の問 題点や今後の研
究課題が検討・整理さ れました。学 生の皆さんに
とって大学 における情報関 連 教育が今後どうなる
のか興味 があるのでは と思いますが、 パネルデイ
スカッ ショ ンでも議論の対象 となり、実務界 から
は大学 の教育に振 り回される人 材開発の現状 や文
系分野の人達への期待 等の意見、学界 からは人・
設備の不備と教育方針 が一致 しない等の意見が出
されまし たが、専門知識と連携 した大学 における
情報処 理教育が今後の日本経済 の人的基盤 を形成
おお た
ま さ は る
経済学 部助教授 太 田 雅 晴
パネルデ ィ ス カ ッ シ ョ ン風景
する上で望まれるし、実務界 と教育・研究機 関と
の対話が必要であるとでも総括 しておきましょうO
大会では、 この他に植 村元覚 元経済学 部長の
「富山の売薬商 人」と題する記念講演、会議や各
種意思決定をコンピュー タ・ネッ トワー クによっ
て行うグルー プウェ アの最新の研究動向 を紹介 す
る特別講演、情報関連企業各社 によるマルチ メ ディ
アなどの新製品のデモ ンストレー ショ ン等が行わ
れましたo特に植 村先生の講 演は好評で、300年
生き続けた経営 の根幹 が、全国を行脚 する商 人と
富山との連絡を密 にし、今風に言えば富山を中核
としたネッ トワー クを展 開し、情報 を迅 速に収集
して時代と販売 地域に柔軟 に対応した各種経営 方
策 を展 開したことにあり、さらにその結果 得た財
の蓄 積が富山の各種産業の振 興の基 となっ た、 と
のお話は、O Aの今後を考える上で参加者に多く
の示唆 を与えたようで すo大会の統 一テー マであ
るダ ウンサ イジングの背景に はコンビ ュー タのネッ
トワー ク化 が基盤 と してありますが、それを種々
の観点から考察する意味 でも富山で大会を開催 で
きたことは大会の運営 に関わった委 員一同栄 誉に
感じたしだ、 いで、 すo
（文責 経済学 部助教授 太田 雅 晴）
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全 日 本大学選手権ボー リ ン グ部門で
富大 「女子の音U が準優勝に輝 く
全国の学生 ボ ウラー が目
標 と する全日 本大 学選手権
ボ ー リ ン グ大会 が、 去る1 2
月 9日 に品川プリ ン スホ テ
ルで開催 されました o 更に
今回は、第30回を記念 して
文 部大臣杯争事 戦と い う名
誉あ る大会 と な り、男子4 6
校、女子1 6校が日 頃 の練習
成果 をぶつけ あい ました o
本学 は、初日 ・2日 目の
予 選を終了した 時点 でのゲー
ム トー タルでは4 位でした
が、今大会 は、特に 1 ・2
年生 の強さが目立ち 、最終
日 の準決勝以 後の試合 では
全日 本大学選手権で準優勝 した女子チーム
今年度は中部地区で年間優秀団体と し て も表彰された
- 25 -
混 戦が予 想されました 。こ の中に おい
て 、本学は好調 だった ア ン カー が10 フ
レをしっか りと締め くくり入賞 が決定
しました 。他大 学はミスが目立ち 始め 、
最終的に は4 5ゲー ム の総 トー タルで、
本学女 子の部が 3年ぶりに 準優勝 の栄
冠 を手に しました 。
な お、今年度は8 年連 続優勝 の仏教
大 学に 770ピン と い う大差 をつけ られ
ました が、来年度はレベ ルア ッ プ した
チー ム が組め るた め 今後に 期待 出来そ
うです。
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ン・フィ ルハ モー ニ 管ー弦
楽団 のコンサ ー ト マスター
でいらっ しゃ っ た、ウ ‘ ォ
ル フガング ・ポデュシュ カ
先生をト レ ーナ にー お迎え






を見て頂 ける良 い機会 でも
あると、卒業された先輩方
練 習終了 後の記念撮影 （中央がポデュシュカ氏）
をはじめ一般の方 に々 も来てもらうべく「公開練
習」という形で行いました。




テン モ ルゲン」と現われた先生は大変温厚 な方で、
私たちの未熟 な演奏に も簡 単な英語をもっ て辛抱
強く指導して下 さり、おかげで楽しい雰囲 気 を持
つことが出 来ました。もちろん音楽面に於 いても、
今まで納 得できずに いた箇 所の表現方法や感じ方
のコツを教えて 頂くなど大変実りのあるものでし
た。
先生は音楽の他に も、水泳 や登山や・スキ ーを
趣味 とされているせ か体も丈夫 で、連 日 わずかな
睡眠 時間でお疲 れだろうと気遣 う私たちの思いも
よそに 、水族館見物に 行ったり宴席に 加わったり
と、そ の元気 の良 さは私たちが見習わねば ならな
いほ どでしたo
すっ かり先生に魅了 された私たちは、都合があ
え ば ぜひ 今年 もお招きしたいと思っ ていますので、
そ の際に はまたみなさんに も見て頂 けるこ とかと
思っ ていますo
最後に なりましたが、こ の企画 が実現できたの
も大学関係を始 め、日 頃私たちを応援して下 さる
皆様のお陰 と思い 、感謝 するとともに 今後よ り一
層すば らしい音楽を目 指し精進 を誓 う次 第です。
（富 大フィ ルハ モー ニ 管ー弦 楽団 ）
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本学教育学部附属 中学校 コ ー ラ ス部
全 日 本合唱 コ ン ク ー ル全国大会 「中学校部門」 で
『金賞』 『文部大臣奨励 賞』 を受賞
表彰式に臨も堀江教諭 と コ ー ラ ス部員
本学教育学部附属中学校コーラス部が、昨年11 部門での「銀賞J に引 き続き、今年度は見事「金
月 1 日府中の森芸術劇場 （東京都府中市）で開催 賞」 「文部大臣奨 励賞 」を受賞 しました。
された第45回全日本合唱 コンク ルー 全国大会中学 同校コーラス部は64人編成の混 成合唱 団で、堀
校部門、第2回全国中 学校合唱 コンク ルー 全国大 江 英一教諭 の指揮により「風のめぐるとき」「河
会に中部代 表として出場し、全 国各地から推薦 さ 童 と蛙 」の2 曲を歌い上げ、こ の栄冠 に輝 いたも






















音 川中学校に勤めることができた。2 年2 学級 の
英語と国語、 3 年 1 学級 の英語と国 語、合 わせ て




















よう仰 せつかった。日本ライトハウ スに出向 き、
「養護 ・訓練」 の指導内容を整 えるため、アイマ













解しや すい現 代社会」「 高校生のためのシグマ現
代社会用 語5000」を出 したこともあって、以降 、
「現社の先生」と呼 ばれるようになった。
さて 、県 の芸術文化 協会に出向 するに及んで、
蛇 行は一層 激しくなっていった。ここでは「青少
年美 術展J 「県 民劇場 」など イ ベ ントの運営 や、
「芸文とや ま」「 とや ま文学」など 機関誌 の編集
といった全 く新たな仕 事に当たったo
また、県 教委 生涯 教育室では、生涯 学習が大き
な関心 を集 める 中で、「県 民カレ ッジ」構想に加
わることになったDや っと復帰 した現場 、富山南
高校でも「現社の先生」で通った。




青天 の震震 とはこんな状況のことか。この 4月
に美 術館へ異動 、脳子 から得た貴重 な経 験と出会っ









ワ ン ダー フ ォ ー ゲ ル部
我々 ワ ンダーフォ ーゲル 部は、主 に登山により
自然に親 しむということを基 本方針 として日々 活
動を行 っている。
富大に入学し、富山に来ると、まず目につくも
の は何かと言えば、 やはり北アルプスの 白く大き
な 容姿だろう。そして、その 姿にあこがれ心をう
ばわれた者の 集まりが我 が部であるO
現在 、男 16人、女 7 人で形成する我 が部の 活動
の 内容には、合宿 と個 人山行 があり、合宿 は月 1
回 くらいの割 合で行 っているoまず最初の 目標 と
な るの が夏 山合宿 で、これは各パー ティー 1週 間
以上の 長期山行 を行 っているo’ 92年度は、北は
北海道、南 は屋久島 という幅の 広い活動を行 った。
そして、年間を通しての 最終的な 目標 は3 月に行
う春 山合宿 であるo毎年北アルプスの 厳しい山に
登っている。
また、夏 には立山にある富山大学立山施設 （浄
土 小屋〉 へ行 って、そこで 1 ヶ月間小屋の 修理や
登山者の 安全確保な どをしている。そして、その
聞に体育会が行 っているオー プン登山の 援助もし
ている。
個 人山行 では、岩 登りが好 きな 者、スキ ーが好
きな 者、それぞれがさまざまな スタイル で山に行 っ
て いる。
’ 92年度は、我 が部にとって40周年をむかえる
年で、秋 に今までの O B 全員に連絡をとり、大々
的に集会を行 ったo 体を張った活動をしている我々
にとって、O B の 助言はとても大切な もの で：·， 0 
B な くしては現役 は活動を行 っていけな い。そこ
で，.， 0 B 会な るもの を作ってもらい、コンパ 等で、
つな がりをもっている。
最後に、現在我々 は活動に行 きづ まっている。
競技部でな い部は、どこに目標 を置くか非 常に難
しい。特にワ ンゲル は厳しい山を活動の 場として
いるの で、内容によっては非 常に危険な ことにな
りかねな い。そこで安全を第ー に考え目標 を定め
な ければな らな い。毎年、正 月を過ぎると2 年生
は眠 れな い日々 が続く。


















演奏会は主 に 5 月と12月
の2回で、 5 月の演奏会は
金沢大学などと合同 で行 い他大学との交 流を深め
ていますO 12月はこのギ ター・マンドリンクラブ
にとっ て最大のイベ ントであり、 4 年生にとっ て
は最後の演奏会です。演奏会では、マンドリンオ
リ ジナルの曲やポピ ュラーな曲を演奏します。前
回の演奏会では“アイネ クライネ ナハト ムジー
ク” “スペ イン第 2 組曲” “エスパニアカーニ”
などという広く世間に知られている曲をマンドリ
ンを使っ てアレンジして、みなさんにおとどけし
ました。その他の活動としては、総 曲輪 、中央 通
りなどの街頭 や小中 学校などへ行 き演奏したりし









先に述 べましたが 、バイオリ ンが 得意？ というイ
練習 に励む部員達










す。この自由な時間を支えるということが この サ ー
クルの魅力 の一 つであるので、学生の本分である
勉強にさしっか えなくサ ークル活動を行 えます。
そして楽器を弾 く以外にも数々 の楽しいイベ ント
もあり、1 年はあっ という聞にすぎてしまいます。
また、2 年生か ら入 っ て来た人も気軽 に楽しく活
動できるサ ークルです。






外国人留学生 と 本学教職員 との懇談会で更 に 交流を推進．グ
- r越中 おわら」 と 「ビンゴゲームJ で一体となる －
富山大学では、毎年恒例になっている「外国
人留学生等 と本 学教職員との懇談 会」を、去る




小黒 学長 をはじめ増田 学生部長 、今回事 務局長 、
各 部局長 、留学生部会委 員、指導教官 、留学生
担当職員など教職員5 0名が出席し計1 60名によ
り和やかな交 流を行った。











した外国人留学生らから盛 んな拍 手を浴 びた。
続いて、出席者全員で行われたビ ンゴ、 ゲー ムは、
大きな歓声 を誘 い、それぞれが景品 を片 手に全員
が一体となって懇談 ムー ドを盛 り上げた。
最後に、 インド出身のJAYANTA CHATTE 
RJEE さんから謝辞 があった後、 増田 学生部長
の閉 会のあ いさ つで、和気あ いあいのうちに懇談
会が締 めくくられたが、今回の懇談 会の 実施で留
学生と教職員が更に打 ち解け、よ り一層の親睦 と
相互 理解を深めるこ とができ、留学生交 流推 進に
つながる有意義な懇談 会となったO
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スキー講習会を握 り かえ っ て
去る1 月7 日から4泊 5 日の日程で、長野県 志
賀 高原 スキ ー場にて、在来生 合宿 研修が開催 さ れ
ました。約 70名の参加者は、それぞれ上級 から初
級 の12班 に分かれ体育教官の下、技術指導を受け
ました口 初日はあいにくの雨 でしたが、 3 日目か
らは天候 と雪 質に恵まれ絶好の環 境で講習ができ
ました。
日中は、勿論スキ ーを楽しみました。夜は、班
別にミ テー ィングを行 い、教官と班員 、班員 同士
の親睦 を深め合う場としましたo 映写 会では、昨
年の冬季オリ ンピッ クのスキ ー競技の模様を放映
1 月23日（土 ）この日は、今年の暖冬を象徴す
るような暖かい日となり、気 温は 9 度まで上がり
ました。しかし、水温は2 度。プール全面 に氷 が
張り、朝から水泳 部員が総 出で、 スコップを使い、
氷 を割 って2 本のコースを｛乍 りました口
午 後2 時、市民や各サ クー ル部員200名以上が
見守る中、開会宣 言に続き、増田 学生 部長が「日
頃の厳しい練 習成果を十 分に発揮し、くれぐれも
事 故のないように」と激励さ れ、最後に水泳 部の
山田 大介 主将が撒 文（げきぷ ん）を読み上げた後、




浮輪 を手 にしたチアリ ダー ーらが次 々に飛び込み
し、参加者の滑 りの参考にしてもらいました。分
科会では、「スキ ーの楽しみ」「スポーツと健康 」
の2 テーマについて話し合い、各々の班 でいろ い
ろ な意見が交 わさ れたようです。そして演芸会で
は、各組の趣向 を凝 らした出し物が我 々を楽しま
せ てくれたり、ある人の普段 は決して見ることの





この 5 日間、上・中級 者は、思う存 分スキ ーを




会はあまりないと思います。ワ ンランク 上の滑 り
を目指す人、他学部・他学年との交 流をもちたい
人には、こ の研修会が持って来いでしょう。
今年在来生 合宿 研修に参加さ れた皆さ んには、
今回得たものを生 かし、さ らに自分のシ ュプール
に磨きをかけてほしいです。
観客 から盛 んな声 援を送られました。
最後に、水泳 部員 による部歌の大合唱 で24回目
の寒 中水泳 を締 めくくりました。
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平成 4 年度後期授業料免除 者の選考が、11月12日に開催 された授業料等減 免選考委 員会で行われ、次
のとおり決定しました。
なお、授業料免除 及び奨 学金を希 望するうえで、たずねたいことがあれば、厚 生課奨 学係 または各学






出 願 者 免除 許 可 者 不 許 可 者
3 4 1 人 3 3 4 ( 1 0 5 ） 人 7 人
3 8 3 8 1 0) 。
3 7 g 3 7 2 ( 1 1 5) 7 
）は、半額 免除 許可者で内数
平成 4 年度富 山大学学位記授与式 に つ い て
〔 旧卒 業式〕














べ き 「 日 本…解釈の試み』 の手書 き 原稿 （ 1 200枚 ） を
加えて、 1924年 6 月 、 馬場 は る 子氏か ら 開校 の 祝 い と
し て寄贈 さ れ た 。 購入価格は 1 万 5 千円であ っ た と い う 。
蔵書引取 り の際、 南 日 校長 は遺族 に 是非 と い う も の
は手元に残す よ う に と いわ れ た と い う 話 は 南 日 校長 の
人柄を示す好個の物語であ り 、 蔵書が富山へ送 ら れ る
と き 、 見送 る た め に上野駅 で 泊 り 込ん だ人 が い た と い
う 逸話は ハ ー ン に寄せ る 人 の 愛惜 の 念 が強か っ た か を
示す指標で あ る 。
こ う し て富山へ来た ハ ー ン の 蔵書 は、英語の書籍1 352
点 （手書 き 原稿 2 点を含む） 、 フ ラ ン ス 語の も の719点、
日 本語に よ る も の364点、 計2435点であ る 。 文庫 目 録 の
序文 に見 ら れ る ‘ May it serve as Pierian spring ！ ’  
（願わ く ば こ の文庫が ピ エ リ ア の泉 と な ら む こ と を ！ ）
と い う 言葉に は文庫 に寄せ る 南 日 校長 の 思 い が読 み 取
れ る で あ ろ う 。
（ ＊ ピ エ リ ア の泉 と は オ リ ュ ン ポ ス の 山 の 麓 に あ っ
た詩文芸術の神々 ミ ュ ー ズの 泉 で あ り 、 そ の 水 を 飲 む
こ と で詩想に溢れ た と い う 。 ）
縁起 2「ヘ る ん文庫」
純
（ 蔵 書 を 富 山 大 学 ヘ ）
た田
ω平
ハ ー ン は1903年春 に東京大学を離れ、 翌年 9 月 狭心
症で没 し た 。 ハ ー ン の 亡 き 後 、 節 子夫人の 相談相手 と
な り 、 遺作の刊行、 全集の 出版等 の 世話 を し た の が、
ハ ー ン の 東大での教え子であ り 、 当 時女子学習院で教
鞭を と っ て い た 田部隆次氏であ っ た 。
1923年、 東岩瀬の素封家馬場 は る 子氏が高等学校 を
富山に作 る た め に百三十数万円 を 寄贈 さ れ た 。 同 年 1 0
月 、 当局か ら の認可が得 ら れ、 校 長 に は 元学習 院教授
の南日恒太郎氏が迎えれて、 い よ い よ開学の運びに至っ た。
南 日 先生は富山の 山室の 出 身 で 、 高等文官試験合格
後、 三高 （現京都大学） や学習院 の 教授 を 歴任 。 1921
年 に退官、 故郷へ帰 っ て著述 に専念 し て お ら れ た 。 英
学 を 志 す ほ ど の 人 が み ん な 熟読 し た 『英文解 釈 法 』
『和文英訳法』 の 他 に も 、 英米の詩 と 散文鑑賞 の た め の
名著 と い わ れ る 『英詩藻塩草』 『英文藻塩草』 、 さ ら
に 『熟語辞点」 等の優れた著述 も あ り 、 新設の高等学
校の校長 と し て は最適 な人 と し て 出 馬が要請 さ れ 、 郷
土の人材養成 の た め な ら と 、 引 き 受け ら れ た の で あ る 。
1923年 9 月 1 日 の 「関東大震災 」 で東京 の ほ と ん ど
が灰 と 化 し た 。 節子夫人 は残 さ れ た ハ ー ン の 蔵書 が こ
の よ う な 災害で烏有に帰す こ と を 恐 れ 、 大学等 の 図書
館に収蔵 さ れ る こ と を希望 さ れ た の で 、 田 部教授 の 仲
介で某大学 と 買収の話が進行 し て い た 。 た ま た ま 文部
省 と の折衝で上京中 の 南 日 校 長 が 田 部教授 か ら そ の 話
を聞かれて、 ハ ー ン の蔵書 を ぜ ひ と も 譲 り 受 け た い と
申 し 入れ ら れ た 。 僻地 と さ れ る 富 山 に 「 い い先生 に 来
て貰え る 」 だ ろ う し 、 ま た こ れ を 機縁 と し て富 山 を 文
化の 中心地に し た い」 と い う 願 い か ら で あ っ た 。 ち な
み に 南 日 校長 は 田部教授の実兄 で あ っ た 。 結局 ハ ー ン
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